
＜成果のまとめ＞
○「たどる」・「書く」・「伝える」活動を取り入れたことに
よって、筋道を立てて考えようとする生徒が増えた。

○考えを書いたり、発表したり、評価したりすることで、
数学的な表現力を向上させることができた。

数学的な表現力を育てる指導の工夫
ー「たどる」･「書く」･「伝える」活動を取り入れてー
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・根拠も考えずに、直感で
答えをだしてしまう。
・筋道を立てた発表が
できない。

・筋道を考察して、解法を「たどる」活動
・文章表現して説明を「書く」活動
・他者に分かりやすく「伝える」活動

・数学的な表現力が
身に付いた生徒

数学 中学第１学年 「比例と反比例」の授業実践より

＜成果＞
・根拠を意識しながら、じっくり、時
間をかけて考えることができた。
・数学の言葉を使って、分かりやす
い表現にしようとする意識が見
られた。

＜成果＞
・根拠を明らかにして、筋道を立
てた発表ができた。
・多様な考え方を聞き、評価し
合うことができた。

どうしてそう
なるのか、じっくり
と筋道をたどって
ごらん。

筋道をしっかりと
文章で書いて
ごらん。

筋道を立てて、
分かりやすく説明
をしてごらん。

どのようにしてグラフがかけた
のかを自分の言葉で書く

筋道を立てる

『生徒の実態』 『手だて』 『目指す生徒像』

① 筋道を「たどる」活動 「比例のグラフをかこう！」
ｙ＝３ｘのグラフと表の完成形を提示し、関係を考察する活動をおこなった。

② 論述を「書く」活動 「数学の言葉を使って説明を書こう！」
動点問題の解き方の道筋について、根拠を明らかにしながら文章にする活動をおこなった。

③ 分かりやすく「伝える」活動 「筋道を立てて分かりやすく説明をしよう！」
第13時の動点問題を説明するための発表メモをつくり、
グループで説明し合う活動をした。また、アドバイス
シートを活用して、発表の良かった点を評価し合った。

＜手だて＞
・グラフや表をつくる過程を表現する。

＜成果＞
・考察することで、グラフの表し方を知
り、 新たな課題に活用しようという態
度が見られた。

＜手だて＞
・文章問題を解く過程を書き示す。

＜手だて＞
・動点問題を解く過程を説明し
合う。
・アドバイスシートで評価し合う。

求め方と分かる
ことをメモする

＜課題＞
○数学的な表現力を養うためには、既習事項が不可欠
であるので基礎・基本を定着させる必要がある。

○筋道を立てて分かりやすく他者に伝える活動を継続
的に取り入れていく必要がある。

どのようにして表ができたのかを自分の言葉で書く

数学の言葉を使った発表メモ

なるほど。
そういう
筋道も考え
られるよね。

考えた筋道を番号で記す

既習事項を
用いて論述
を書く

考えた筋道を番号で記す考えた筋道を番号で記す考えた筋道を番号で記す

数学の言葉が
いっぱいで分か
りやすいね。


